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屋 久 島 に お け る 植 物 利 用 ( き の こ を 含 む ) に つ い て 分 析 し た 。 使 用 し た デ ー タ は 、 湯 本
ら が お こ な っ た 聞 き と り 調 査 ( 1 9 8 6 - 1988) に 基 づ く 。 そ の ほ か に 「 屋 久 町 郷 土 誌 」 ・ 「屋
久 町 の 民 俗 」 な ど も 参 考 に し た 。
屋 久 島 で の 伝 統 的 な 植 物 利 用 の 多 く ( 衣 ・ 住 ・ 遊 び ・ 薬 ・ 道 具 な ど ) は 、 昭 和 3 0 年 ご ろ
ま で に 廃 れ た 。 利 用 さ れ た 植 物 の 大 半 は 、 集 落 周 辺 や 標 高 の 低 い 二 次 林 ( し 、 わ ゆ る 「 前 岳 J)
に 生 育 し て お り 、 標 高 の 高 い 原 生 林 u奥 岳 J) に 生 育 す る 種 は ご く わ ず か で 、 あ っ た 。 特 に
山 地 の 野 生 植 物 や き の こ が 食 物 と し て ほ と ん ど 利 用 さ れ て い な い こ と が 目 を ひ く 。 象 徴 的
な 例 が 、 標 準 和 名 が ヒ サ カ キ ・ ハ マ ヒ サ カ キ と な っ て い る 近 縁 な 2 種 の 樹 木 で あ る 。 屋 久
島 で は そ れ ぞ れ ヤ マ ケ サ ・ ケ サ ン キ と 呼 ば れ 、 標 準 和 名 と は 逆 に 山 地 に 生 え る 種 が 集 落 周
辺 に 生 え る 種 か ら 派 生 し た 名 前 を 持 つ 。
昭 和 3 0 年 ご ろ 以 降 に 利 用 種 数 が 増 え た の は 、 食 用 ・ 観 賞 用 の 栽 培 植 物 と 観 賞 ・ 換 金 用 の
野 生 植 物 で あ る 。 高 標 高 に 自 生 す る ス ギ の 巨 木 ( し 、 わ ゆ る 「 屋 久 杉 J) の 利 用 は 、 屋 久 島 出
身 で 西 日 本 を 広 く 旅 し た 儒 学 者 、 泊 如 竹 の 勧 め に よ り 、 江 戸 時 代 か ら 盛 ん に な っ た と さ れ
る 。 こ の 伝 説 に 象 徴 さ れ る よ う に 、 高 標 高 の 利 用 植 物 や 昭 和 3 0 年 ご ろ 以 降 に 利 用 が 始 ま っ
た 植 物 は 、 島 外 の 人 や 島 外 の 目 を 持 つ 島 人 に よ っ て 「 発 見 」 さ れ た と 言 え る 。
